
良
夫
さ
ん
は
、
県
外
の
友
達
を
案
内
す
る
た
め
に
、
徳
島
県
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
い

20

て
「
鳴
門
の
渦
潮
」
に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。
次
は
、
【
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
一
部
】
と
、
良
夫
さ

う
ず
し
お

ん
が
ま
と
め
た
【
メ
モ
】
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
一
部
】

【
メ
モ
】

１

良
夫
さ
ん
の
【
メ
モ
】
の
（

ア

）
・
（

イ

）
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
【
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

一
部
】
を
参
考
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。

ア

（

）

イ

（

）

世界最大規模 鳴門の渦潮

鳴門市孫崎と淡路島との間の鳴門海 峡 には，
まごさき かいきょう

大小無数の渦が巻き，春と秋の（注１）大潮時に最
おおしお

大になり，最大直径 20m にもおよびます。これ
は，世界でも最大規模と言われ，最大流速は

時速 20 km にも達し，激しい潮流から発生する
（注２）轟音から鳴門（鳴る瀬戸）の名が生まれた

ごうおん

と言われています。また，イタリアの「メッシ

ーナ海峡」とカナダの「セイモア海峡」と並ぶ，

世界の三大潮流と呼ばれています。

（注１）大潮＝新月と満月

のころの，潮の満ち引

きの差が一番大きいと

き。

（注２）轟音＝大きく響

きわたる音。

（徳島県観光協会のパン

フレットより作成）

１月１７日

鳴門海峡とうず潮について

（パンフレットより）

・鳴門のうず潮は（ ア ）と（ イ ）

の点から，世界最大規模である。

（ ア ）→ 大潮時の最大直径は，20m
（ イ ）→ 最大流速は，20Km/時
・大きく響く潮の音から「鳴門」の名が

生まれた。

・イタリアの「メッシーナ海峡」，カナダ

の「セイモア海峡」と並んで，世界三

大潮流と呼ばれている。

（疑問）

Ｑ 世界最大規模というのは，本当か？

Ｑ 鳴門に大きなうず潮ができるのは

なぜか？



２

鳴
門
海
峡
の
う
ず
潮
が
世
界
最
大
規
模
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
か
め
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

資
料
が
あ
れ
ば
よ
い
で
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

ア

世
界
三
大
潮
流
で
発
生
す
る
う
ず
潮
の
特
徴
や
う
ず
の
で
き
る
仕
組
み
が
わ
か
る
資
料

イ

鳴
門
の
う
ず
潮
の
大
き
さ
と
潮
流
の
速
さ
を
世
界
の
う
ず
潮
の
平
均
と
比
較
で
き
る
資
料

ウ

鳴
門
海
峡
の
季
節
ご
と
の
潮
流
の
速
さ
と
う
ず
潮
の
大
き
さ
の
変
化
が
分
か
る
資
料

エ

世
界
の
潮
流
で
発
生
す
る
主
な
う
ず
潮
の
大
き
さ
と
潮
流
の
速
さ
が
一
覧
で
き
る
資
料

３

良
夫
さ
ん
は
、
鳴
門
海
峡
で
な
ぜ
大
き
な
う
ず
潮
が
で
き
る
の
か
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

調
べ
て
い
く
中
で
次
の
よ
う
な
【
説
明
】
を
見
付
け
、
そ
の
内
容
を
【
ノ
ー
ト
】
に
ま
と
め
ま
し
た
。

【
ノ
ー
ト
】
の

ウ

・

エ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
【
説
明
】
の
中
に
あ
る
言
葉
を
用
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
十
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。

【
説
明
】

【
ノ
ー
ト
】

ウエ

１月２０日

鳴門海峡とうず潮について

¡ なぜうず潮ができるのか
原因① ウ

・潮の満ち引き(干満)にともなう海水の流れによ

り，海峡をはさんでできる 2 m の水位差による。
※中央部を流れる速い流れと，両岸の遅い流れの

間に速度差ができる。

原因② エ

・幅が 1.3km と狭く，くびれた形をしている。
・中央部はＶ字型で 90m の深さがあり，海底
には深いくぼみがある。

鳴門海峡は，本州と四国の間にある瀬戸内海と太平洋とを

結ぶ海峡の一つで，幅が 1.3kmと狭く，くびれた形をしている。
その狭い海峡に，潮の満ち引きにともない１日に２回，大量

の海水が瀬戸内海に流れ込み，また同様に，１日に２回瀬戸

内海から流れ出す。瀬戸内海と太平洋との水位差は，最高で

２ m にもおよび，激しい潮流となる。この中央部を流れる速
い流れと，その両側の遅い流れとの速度差で，渦が発生する。

また，鳴門海峡の中央部はＶ字型に深く落ち込み，最深部

は 90m にも達する。海峡の幅が狭いことに加え，海底には深
いくぼみがあり複雑な地形となっている。この独特の地形が，

潮の干満による海水の流れと合わさり，世界最大といわれる

鳴門の渦を発生させている。



４

良
夫
さ
ん
は
、
う
ず
潮
が
発
生
す
る
仕
組
み
を
友
達
に
説
明
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
が
良
夫

さ
ん
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
か
。
次
の
条
件
１
～
条
件
３
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

条
件
１

【
ノ
ー
ト
】
に
あ
る
二
つ
の
原
因
を
ふ
ま
え
、
速
度
差
に
ふ
れ
て
書
く
こ
と
。

条
件
２

「
鳴
門
海
峡
に
は
、
」
と
い
う
言
葉
で
書
き
出
し
、
「
こ
と
に
よ
り
、
う
ず
潮
が
発
生
し
ま

す
。
」
に
続
く
形
で
書
く
こ
と
。

条
件
３

八
十
字
以
上
、
百
字
以
内

で
書
く
こ
と
。

鳴
門
海
峡
に
は

、

こ
と
に
よ
り
、
う
ず
潮
が

発
生
し
ま
す
。

80

100



問
題
に
つ
い
て

［
読
む
こ
と
］
複
数
の
資
料
を
関
連
づ
け
て
読
む
問
題

（
う
ず
潮
に
つ
い
て
調
べ
る
）

社
会
生
活
で
は
、
様
々
な
資
料
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
目
的
や
テ
ー
マ
に
合
う
資
料
を

探
し
た
り
選
ん
だ
り
す
る
学
習
で
は
、
複
数
の
資
料
を
比
べ
て
読
み
、
そ
れ
が
必
要
な
も
の
か
、
目

的
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
考
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
際
、
関
連
す
る
複
数

の
情
報
の
共
通
点
や
相
違
点
を
ま
と
め
る
な
ど
、
情
報
を
整
理
し
て
み
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

○

解
答
は
、
問
題
用
紙
に
記
入
し
ま
す
。
言
葉
や
文
章
で
答
え
る
問
題
は
、
条
件
に
注
意
し
て
書
く
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○

解
答
を
読
ん
で
、
自
分
で
答
え
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
文
章
で
書
く
問
題
は
、
解
答
の

例
文
を
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

解
答１

ア

大
き
さ

20

イ

速
さ

２

エ

３

ウ

激
し
い
海
水
の
流
れ

＊

「
激
し
い
潮
流
」
も
可
。

エ

鳴
門
海
峡
独
特
の
地
形

＊

「
鳴
門
海
峡
」
は
な
く
て
も
可
。

４

（
例
）
（
鳴
門
海
峡
に
は
、
）

幅
が
一
、
三
メ
ー
ト
ル
と
狭
く
、
中
央
部
は
深
く
な
る
と
い
う
地
形
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
、
潮
の
満
ち
引
き
に
よ
っ
て
で
き
た
激
し
い
潮
流
が
流
れ

込
み
、
中
央
部
を
流
れ
る
速
い
流
れ
と
、
両
岸
の
遅
い
流
れ
と
の
間
で
速
度
差

が
で
き
る

（
九
十
四
字
）

（
こ
と
に
よ
り
、
う
ず
潮
が
発
生
し
ま
す
。
）

＊

同
様
の
内
容
が
書
け
て
い
れ
ば
よ
い
。


